










































































































MTF-1 （metal-responsive transcription factor-1） 
や Nrf2 （nuclear factor erythroid 2-related factor 
2） と呼ばれる転写因子が関与する複数の経
路を介することが分かってきました。その後
ジエチルジチオカルバミン酸銅錯体の誘導体
をいくつか合成・評価したところ，配位子の
構造を変化させると以上の作用は大きく影響
を受けたため，金属錯体の構造を適切に設計
すれば，生体防御にかかわる一連のタンパク
質の機能を解明できることが期待されます。 
おわりに
一つの銅錯体が環境・衛生系薬学研究にお
ける新しいツールとして利用できることが分
かってきました。今回お示しした結果は氷山
の一角，起点の一つに過ぎず，遷移金属錯体
のバイオオルガノメタリクスは今後大きく発
展しうる，未開拓な研究分野です。
以上の成果は「何がでるか分からないから
面白そうだ，やってみよう」という，予測不
能であることを楽しみながらリスク満載の計
画を実行しきった藤江智也先生（東邦大学助
教，当時東京理科大学学生）をはじめとする
生物系の研究者の方々の勇気と努力のたまも
のです。この場を借りて篤く御礼申し上げま
す。
またこの共同研究で初期から化学系チーム
を先導してこられた内山真伸先生と安池修之
先生（愛知学院大学）の適切なご助言に感謝
の意を表します。さらに名古屋大学での遷移
金属錯体ライブラリーの構築は，「まず作っ
て渡して，信じて待とう」という筆者の呼び
かけに応えてくれた立浪忠志さん（当時 名古
屋大学大学院生，現・花王株式会社）をはじめ
とする，研究室の学生さんたちの努力による
もので，ここに深く感謝いたします。
図１　ジエチルジチオカルバミン酸銅（II）錯体の
	 構造式
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